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足立　考史

3月6日

家庭ごみの減量と再資源化について

【質問要旨】

　ペットボトルのリサイクル方法を「ボトルtoボトル」に取り組むことは、リサイクル
の可視化とゼロカーボンシティーの実現に繋がると考えるが、市長の所見を伺う。

【答弁要旨】

　「ボトルtoボトル」は、複数回の再生が可能なリサイクル方法であり、本市も注目し
ています。
　本市で収集するペットボトルは、東部環境クリーンセンターで圧縮処理されていま
す。リサイクルに関する方針については、東部広域行政管理組合をはじめ、１市４町の
合意により決定することとなるため、今後、関係市町で協議したいと考えます。

　令和６年７月１８日に開催された東部広域行政管理組合の組織市町衛生担当課長会に
おいて、本市はごみステーションから収集したペットボトルの「ボトルtoボトル」実施
に向けた提案を行い、岩美町・智頭町・若桜町・八頭町から賛同を得て、令和７年度か
ら東部広域行政管理組合が実施するペットボトル売却の入札では「ボトルtoボトル」を
行うことが条件となりました。これにより、東部圏域１市４町の家庭ごみとして排出さ
れたペットボトルは、全量が新たなペットボトルに再生されます。

令和7年6月25日

【対応方針・進捗状況】 対応済

■対応方針

　東部広域行政管理組合及び東部圏域１市４町の担当課による協議を行い、ペットボト
ルの平行リサイクル「ボトルtoボトル」の取り組みについて検討します。

■進捗状況


